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公共施設マネジメントに関するアンケート 

 

公共施設は「市民の皆様の財産」です。皆様の大切な財産であるからこそ、市が一方的に未来

を決めるのではなく「一緒に考えていく（協働していく）」ことが不可欠であると考え、公共施設

マネジメントの取組を行っているところです。 

日頃から施設を利用されている方はもちろん、あまり利用する機会がないという方も、これか

らのまちづくりに向けて、ぜひ率直なご意見をお聞かせください。 

なお、ご回答いただいた内容につきましては、統計的に処理することで、個人が特定される形

で公表することはありません。 

 

問１.   お名前をご記入ください 

 

氏名                    

 

※あてはまるものに ✓（チェック）をつけてください 
 

問２. 年代を教えてください（１つ選択） 

□～１０代 □２０代 □３０代 □４０代 □５０代 □６０代  □７０代～ 

 

問３. お住いの地域を教えてください（１つ選択） 

□行仁地区  □鶴城地区  □謹教地区  □城北地区  □日新地区   

□城西地区  □永和地区  □神指地区  □門田地区  □城南地区   

□一箕地区  □松長地区  □東山地区  □大戸地区  □湊地区    

□小金井地区 □荒舘地区  □川南地区  □河東地区  □市外 

 

問４. 公共施設の利用頻度について教えてください（概ね最近 1 年間程度の利用状況） 

 ※それぞれの施設の種類ごとに、該当する利用頻度の欄へ○を付けてください 

 

【回答例】 

 

施設の種類 施設の例 利用頻度 

よく利用する たまに利用する まず利用しない 

集会施設 各公民館・コミュニティセンター 

生涯学習総合センター など 

○   

文化施設 會津風雅堂・文化センター など   ○ 
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問５. 問４．で「まず利用しない」施設があった方にお伺いします 

その施設を利用しない主な理由を教えてください 

 例）利用する用事がない・類似の民間施設や近隣市町村施設を利用している・施設の利用料や 

使用料が高い・開館時間が合わない・施設の存在を知らない  

 

 

 

 

 

 

 

問６. 市の公共施設をとりまく現状（人口減少、維持管理費の不足など）ご存知でしたか？また、ど

のように受け止めましたか？（１つ選択） 

  □以前から知っており、強い危機感を持っていた⇒問８へ 

 □以前から知っていたが、あまり危機感は感じていなかった⇒問７へ 

 □今回初めて知り、強い危機感を持った⇒問８へ 

 □今回初めて知ったが、あまり危機感は感じていない⇒問８へ 

  

施設の種類 施設の例 利用頻度 

よく利用する たまに利用する まず利用しない 

集会施設 各公民館・コミュニティセンター 

生涯学習総合センター など 

   

文化施設 會津風雅堂・文化センター など    

博物館等 御薬園・歴史資料センター など    

スポーツ施設 会津総合運動公園・鶴ヶ城体育館 

など 

   

レクリエーション・

観光施設 

若松城・こどもの森 など    

産業系施設 公設卸売市場 

農村環境改善センター など 

   

学校 小学校・中学校 

（体育館など一般開放の利用） 

   

幼児・児童施設 児童館 など    

保健・福祉施設 ノーマライズ交流館パオパオ 

保健センター など 

   

医療施設 夜間急病センター    

行政系施設 本庁舎・支所・市民センター  

など 
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問７. 問６．で「以前から知っていたが、あまり危機感は感じていなかった」を選択された方にお伺

いします 

別紙の「会津若松市の公共施設等の現状」をご覧になって、あなたのお考えに変化はありました

か？（１つ選択） 

 □強い危機感を持ち、早急な対策が必要だと感じた 

 □深刻さは理解できたが、将来の負担増は仕方ないと考える 

 □特に考えは変わらず、強い危機感は感じていない 

  

問８. 市の公共施設の数について、どのように思われますか？（１つ選択） 

□公共施設は足りないと感じるので、今後も施設を増やしていくべき⇒問９へ 

□今あるすべての公共施設は必要なものなので、工夫をして現状を維持していくべき⇒問９へ 

□市全体の施設をまとめたり減らしたりすることはやむを得ない⇒問１０へ 

□積極的な見直しを行い、市全体の施設をまとめたり減らしたりしていくべき⇒問１０へ 

□わからない⇒問９へ 

 

問９. 問８．で「施設を増やしていく」または「施設を現状維持していく」を選択された方にお伺い

します 

将来かかる費用の財源はどう確保すべきと考えますか？（１つ選択） 

□施設を利用する際の料金（使用料等）を引き上げる 

□税金などによる市民全体の負担を増やす 

□市として新たにお金を借りる（地方債の発行等） 

□他の公共事業や公共サービスにかける費用を減らす 

□民間企業に運営を任せるなど、工夫して管理運営費用を減らす 

□その他（自由記載） 
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問１０. まちの将来にとって優先的に残すべきと考える公共施設を選んで下さい（３つまで選択） 

□集会施設（各公民館・コミュニティセンター・生涯学習総合センター など） 

□文化施設（會津風雅堂・文化センター など） 

□博物館等（御薬園・歴史資料センター など） 

□スポーツ施設（会津総合運動公園・鶴ヶ城体育館 など） 

□レクリエーション施設（若松城・こどもの森 など） 

□産業系施設（公設卸売市場・農村環境改善センター など） 

□学校（体育館など一般開放の利用） 

□幼児・児童施設（児童館 など） 

□保健・福祉施設（ノーマライズ交流館パオパオ・保健センター など） 

□医療施設（夜間急病センター） 

□行政系施設（本庁舎・支所・市民センター など） 

 

問１１. 一つの建物に複数の機能を集める「複合化・多機能化」についてどう思われますか？ 

（１つ選択） 

    □使いにくさなどが懸念されるため、費用がかかっても別々に残すべき 

    □少し遠くなっても、地域の実情に合うのであれば進めるべき 

    □コスト削減や利便性向上のため、積極的に進めるべき 

    □わからない／特に意見はない 

 

問１２. 施設を見直す（減らす）場合、どのような条件に当てはまるものから優先して見直していくの

が良いと思われますか？（３つまで選択） 

□市内に 1つしかない大規模施設 

□各地区にある小規模施設 

□国、県、近隣市町村などに似たような機能がある施設 

□利用する人が少なく、役割を終えつつある施設 

□維持管理や建替えに多額のコストがかかる施設 

□老朽化して危険性が高い施設 

□その他（自由記載） 
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問１３. 身近な施設がなくなったり遠くなったりする場合、どのような条件や理由があれば「やむを得

ない（我慢できる）」と思えますか？（３つまで選択） 

   □エレベーターや十分な駐車場の整備など利便性が向上するなら 

   □一つの場所で色々な用事が済むようになるなら 

   □移動手段（バス・送迎等）が確保されるなら 

   □インターネット等で用事が済むなら 

   □将来世代の負担（税金など）が確実に減るなら 

   □建物の安全や防災機能が確保されるなら 

   □これまでの地域コミュニティ活動や行事が継続して行えるなら 

   □どのような条件でも受け入れられない 

   □わからない／特に意見はない 

 

問１４. 今後の公共施設の集約等を進めるにあたり、あなたはどの段階から関わることができますか？

（１つ選択） 

   □【初期の検討段階から】市が見直しの方針を決める前の段階から、一緒に検討していく 

   □【ある程度まとまった段階で】市の見直し案に対して、意見や要望を伝える 

   □【見直しが実施された後】その取組に対する、意見や要望を伝える 

 

問１５. 今後の公共施設の集約等を進めるにあたり、あなたはどの方法なら「気軽に参加しやすく、市

へ意見を伝えやすい」と思いますか？（３つまで選択） 

□アンケート 

 □説明会や意見交換会 

 □ワークショップ（数名でのグループワーク・話し合い） 

 □パブリックコメント（市の計画案などに対する書面や WEB での意見提出） 

 □わからない/特に意見は無い 

□その他（自由記載） 
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問１６. 市の公共施設について、感じている事、思っていることがございましたらご記入ください 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アンケートは以上です 

ご協力いただきありがとうございました 


